仕様書

１　件名　あしや夢リアホール運営業務委託

２　契約期間
　　令和9年4月1日から令和12年3月31日まで（3年間）

３　施設の概要
　　福岡県遠賀郡芦屋町大字芦屋3540番地
　　ボートレース芦屋　あしや夢リアホール
　　延べ床面積10,012.57㎡
　　地上3階地下1階構造	
座席数　706席
1階　496席　　　2階　 98席　　　3階　112席

４　業務内容
（1）貸しホール運営業務
　　　・常駐スタッフを配置しての利用者の受付、問合せ・施設下見等の見学者対応
　　　・あしや夢リアホール（以下、「ホール」という。）利用者との調整
　　　・利用日における技術スタッフの手配
　　　　※参考（R7年度実績）音響延べ37人（立会2人、メイン34人、サブ1人）
　　　　　　　　　　　　　　 照明延べ39人（立会0人、メイン24人、サブ15人）
　　　・使用する備品等の管理・準備及び説明
　　　・使用後の現状復帰状況の点検、確認
　　　・ホームページ、サイネージ、その他掲示物等の管理・更新
　（留意事項）
　　　・常駐スタッフについては、次のとおり配置することとする。
　　　　配 置 先：業務の状況に応じて、事業課施設係またはホール内事務室に常駐
配置日数：260日程度。土日祝日を含む週5日（シフト制・事業局事務所営業日による）
時　　間：午前9時から午後5時
　　　　　ただし、ホールの利用時間が上記に収まらない場合はこの限りではない。
・常駐スタッフの人件費は委託料に含むこととする。また、この常駐スタッフが技術スタッフを兼務することも可とする。
・常駐スタッフは、ホール利用希望者との打合せや機材取り扱い（残響可変装置、幕の開閉、プロジェクター使用他）等、専門的な知識のある者を配置すること。
・手配する技術スタッフの職種・区分等については、事業局と調整すること。
・受託者は、各月末日に月間に手配した技術スタッフの業務内容等を記録した報告書を提出すること。
・技術スタッフの手配に係る費用は、委託料とは別に翌月10日までに請求すること。
[bookmark: _Hlk239592920]・常駐スタッフ不在日も、受託者事務所への転送等により上記配置時間内の電話対応
等を行うこと。
（2）自主イベント実施業務
　　　・イベントの企画提案・実施（年4回以上）
　　　・出演者との交渉・契約
　　　・イベントのチラシ・ポスター等の作成や印刷・告知
　　　・イベント集客のための広報宣伝活動（SNS等を含む各種媒体への広告出稿等含む）
・著作権（JASRAC等）関係の手続き
　　　・チケットの販売、管理
　　　・イベント当日の管理・来場者の誘導や案内等を含む運営
・技術スタッフその他イベント開催に必要な人員の配置
・公演アンケートの実施、集計
（留意事項）
　・自主イベントは年間4回以上実施するものとし、内容については、音楽、演劇及び演芸等、当ホールの設置目的を満たし、地域住民・来場者の満足度の高いものとなるよう努めること。
[bookmark: _Hlk239593161]※上記のイベント実施回数については下限を示したものである。
　　　・こども向けのイベントについてはボートレース事業局（以下、「事業局」という。）において別途ボートレースイベント内で実施するため、自主イベントに含まない。
　　　　ただし、イベント規模や内容により、事業局が認めるものについてはこの限りではない。
・イベント当日は運営責任者を配置し、案内等の他、有事の際に即時対応できる人員
数を配置すること。
　　　・イベントにおける入場料については、事業局と協議の上、集客見込等に基づき適正な
対価を設定すること。

（3）あしや夢リアホール広報業務
　  町内外問わず広報を行い、ホールの知名度向上を図るとともに、貸しホールとしての利用の促進を図るための広報を行うこと。（例：ホールイベント及び地域貢献活動を外部にPRするための広報紙（8,000部・年2回　程度）の作成、及び初年度（令和9年度）中にホールのパンフレット（10,000部）の作成等）
また、上記のPR用広報紙及びイベントごとに作成するチラシについては、芦屋町広報に折り込むこと。
※参考：令和8年度広報折込手数料　発行部数（約6,000部）×3円+税　
　（留意事項）
・企業訪問などを行い、貸館利用や自主イベントについての周知を図ること。
・ホールのホームページを開設・運営するとともに、各種SNS等において公式アカウントの運営を行い、適宜情報を更新すること。




５　施設年間稼働日数
自主イベント開催にかかる日数、貸しホールとしての利用日数の合計
　　　令和9年度目標値　100日程度
[bookmark: _Hlk239593249]　　※仕込日及び撤収日含む。ただし事業局主催のボートレースイベントは除く

６　業務委託料の考え
　　委託料の上限額　令和9年度分　25,000,000円（消費税及び地方消費税を含む）
　　※令和10年度及び11年度分も同額とする。
　　・イベント開催に伴い入場者から徴収する入場料収入については受託者の収入とする。
・貸しホールに係る施設使用料等については、事業局の収入とする。
　　・その他費用分担については別表に定める。

７　年間事業計画書作成提出
8月末までに次年度の年間事業計画書案を提出し、事業局と協議のうえ、原則として
10月末までに計画書の内容を確定させること。
　
[bookmark: _Hlk53655707]８　業務報告
次の各号に掲げる書類を事業局の指定する日までに提出すること。
（1） 四半期報告書
ア　業務の実施及び利用状況
　　　　　　　　　※貸ホール運営業務、自主イベント実施業務（実施報告書、チラシ
　配布等広報活動がわかる資料、集客人数、アンケート集計等）
イ　収支状況
　　　　　　　　　※団体運営費（事業実施に係る事務経費を除く）、交際費、接待費、　
　飲食に係る経費（会議に係る飲料、演者のケータリングは除く）は
支出に計上できない
ウ　ホールの広報活動実績（企業訪問状況等）
エ　その他事業局が必要と認める書類
　　　　　　　 提出期限
　　　　　　　　 4～6月分　　　7月15日まで
7～9月分　　 10月15日まで
10～12月分　  1月15日まで
1～3月分　　　4月15日まで　※契約最終年度は履行期限（3月31日）







（2） 年度報告書
ア　業務の実施及び利用状況
イ　ホール年間稼働率
ウ　収支決算書
エ　ホールの広報活動実績（企業訪問状況等）
オ　その他、運営の実態を把握するために事業局が必要と認める書類
　　　　　　　 提出期限
[bookmark: _Hlk237691419]　　　　　　　　翌年度の4月15日まで　※契約最終年度は履行期限（3月31日）

８　特記事項
　・SG、GⅠ、GⅡ、女子レース、年末年始等ボートレース開催に伴う事業局主催のイベントについては、事業局において優先してホールを使用できることとする。
　・過去の実績から貸しホールの利用が見込まれる日程については、事前に事業局と調
整すること。
　　　参考：①　例年12月ごろに次年度のボートイベント、本庁関連ベント決定
　　　　　　②　①確定後、自主イベント開催日程を確定させ、貸館予約を受け付ける
・本仕様書に記載されていない事項については、必要に応じて協議して定める
ものとする。


別表
[bookmark: _Hlk53392572]経費分担
	No
	項目
	事業局
	受託者
	備考

	1
	施設の点検・修繕・更新費用
	●
	
	

	2
	提供備品の点検・修繕・更新費用
	●
	
	事業局で用意するホール付属品（机・マイク等）で1個10,000円を超えるもの

	3
	備品費
	
	●
	常駐スタッフ用　
事務用PC・電話機・プリンター等

	4
	光熱水費
	●
	
	

	5
	常勤スタッフ人件費
その他運営に係る人件費
	
	●
	

	6
	技術スタッフ人件費
	●
	
	契約単価により委託料とは別に支払う

	7
	自主イベント開催費
	
	●
	技術スタッフ人件費等も含む

	8
	自主イベント企画・管理・運営費
	
	●
	

	9
	ホームページ、SNS運営費
	
	●
	新規作成、更新、維持費用

	10
	チラシ、ポスター、広報紙等作成、印刷費
	
	●
	

	11
	パンフレット作製（R9年度のみ）
	
	●
	10,000枚

	12
	町広報への折込手数料
その他広報に係る手数料
	
	●
	チラシ・広報紙は原則芦屋町広報に折込むこと

	13
	定期清掃業務
	●
	
	１月に2回程度

	14
	通信・運搬費
	
	●
	電話・インターネット料金、郵便料金、　　機材運搬費用等

	15
	チケット販売に係る手数料等
	
	●
	コンビニ・オンラインチケット等

	16
	事務費
	
	●
	振込手数料等

	17
	消耗品費
	
	●
	10,000円以下の消耗品

	18
	JASRAC等著作権申請に係る費用
	
	●
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